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　国税庁では、国民の皆さんに租税の意義や役割、税務行政に対する知識と理解を深めていただくために、
毎年 11 月 11 日～ 17 日を「税を考える週間」として、ホームページ等で
さまざまな情報を提供しています。

税 を 考 え る 週 間 ～これからの社会に向かって～
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国税庁特設ページ

年 末 調 整 手 続 

確 定 申 告 手 続
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年末調整控除申告書作成用ソフト（国税庁提供）など

検算等の作業が簡素化
書類の保管不要

データを確定申告書の所定の項目に自動入力

■ マ イ ナ ポ ー タ ル 連 携■＂ふたば＂がお答えします

給与担当者

【問い合わせ先】益田税務署　☎ 22-0444（代表）

【問い合わせ先】市協働のひとづくり推進課　☎ 31-0621

　佐八郎は、絶えず自分自身が感染する危険がある中、伝染病研究所で研究を続けました。
1904 年（明治 37年）には日露戦争に軍医として従軍し、南満州（現中国）各地に赴きま
した。翌年には広島の似島検疫所で帰還兵の検疫業務にあたり、感染症が日本でまん延する
のを防ぐ大きな役割を果たしました。
　その後、ドイツに留学した佐八郎は、ドイツ国立実験治療研究所所長のエールリッヒ博士
と共に梅毒の特効薬サルバルサン 606 号を開発しましたが、開発にいたるまでには何百回
もの緻密な実験を重ねる必要がありました。佐八郎の熱意とその卓越した技術が、多くの命
を救うこととなる世界初の化学療法剤の開発の源となったのです。

　秦博士が菊をこよなく愛したことから、秦記念館では毎年、菊花展を開催しています。
　菊の愛好者をはじめ地元の保育所の園児、小・中学校の児童・生徒が育てた菊を展示します。
また、菊花展の開催期間中は、秦記念館を無料開放します。ぜひお越しください。

★次回（1月号）は、サルバルサン 606 号のその後や、秦佐八郎博士の晩年について紹介します。

★菊花展　11月1日㈬～ 5日㈰

再発見
秦佐八郎博士顕彰委員会

サルバルサンのアンプル
（秦記念館に展示）

昨年の菊花展

世界初の化学療法剤「サルバルサン 606 号」開発者

益田市が誇る偉人、秦佐八郎博士の生誕 150 年に寄せて、その偉大な功績を隔月（全 5回）で紹介します。
第 3回は、日露戦争時代からドイツ留学、そしてサルバルサン 606 号開発までのできごとを紹介します。
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秦記念館（美都町都茂 807 番地）　☎ 52-2415
　開館時間� 10：00 ～ 16：00
　休 館 日 � 毎週火・水曜日、祝日の翌日、年末年始
　入 館 料 � 小学生 50円、中高生 100 円、一般 200 円　※ 15名以上団体割引あり 詳しくはこちら！

「秦記念館」へ行ってみよう！

博士が愛用した顕微鏡やサルバルサン
606 号のアンプルなど約 200 点の遺品
等を展示しています。

益田税務署からのお知らせ

税務職員ふたば

税 に 関 す る 疑 問 は AⅠ チ ャ ッ ト
ボットのふたば にご相談ください。

24 時間いつでもご利用いただけます。
※メンテナンス時間を除きます。

AⅠチャットボットとは
「チャット（会話）」と「ロボット」を組み合わせた
言葉で、質問したい内容をメニューから選択するか、
自由に文字で入力すると、AI（人工知能）を活用し
て自動で回答するウェブサービスです。

税を考える週間 検  索

　　　


